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決算の概要決算の概要



（単位：百万円、％）

2005年3月期業績ハイライト

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

2005年3月期 2004年3月期
増減額

金額 構成比
増減比

58,014 100.0

10,895 18.8

4,408 7.6

4,412 7.6

2,343 4.0

3,933

354

404

352

205

7.3

3.6

10.1

8.7

9.6

販売管理費 6,487 11.2 ▲50 ▲0.7

設備投資額

減価償却費

4,780

1,312

▲3,675

283

▲43.5

27.5

EPS 196,40

金額 構成比

54,081 100.0

10,541 19.5

4,004 7.4

4,060 7.5

2,138 4.0

6,537 12.1

8,455

1,029

180.26 16.14 9.0



29,213 30,563

5,905
7,859

12,349
8,575

11,050
10,939
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3,0092,599
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（単位：百万円）

2005年3月期　セグメント別売上高

54,08154,081

消去・全社▲ 10,187

58,014
+3,933
58,014
+3,933

消去・全社▲6,889

＋1,350＋1,350

＋1,954＋1,954

＋585＋585

＋410＋410

＋111＋111

▲3,774▲3,774



（単位：百万円）2005年3月期セグメント別営業利益の内訳

81

寮事業　　　ﾎﾃﾙ事業　　　総合ﾋﾞﾙ　　　ﾌｰｽﾞ事業　　　ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ事業　　その他事業　　　消去又は全社

　　　　　　　　　　　　　　　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

452

▲667 349
181 ▲1,294

営業利益

寮事業 学生寮・社員寮・受託寮・ドミールの管理運営事業

ﾎﾃﾙ事業 ﾄﾞｰﾐｰｲﾝ事業・ﾘｿﾞｰﾄ事業・スパ事業

総合ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業 ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ及びﾚｼﾞﾃﾞﾝｽﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

ﾌｰｽﾞ事業 外食事業・受託給食事業・ﾎﾃﾙﾚｽﾄﾗﾝ等の受託運営事業

ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾒﾝﾄ事業 建設・企画・設計・仲介事業、分譲マンション事業、その他開発付帯事業

その他事業 ｳｪﾙﾈｽﾗｲﾌ事業、不動産賃貸借物件の仲介・管理事業、総合広告代理店事業、その他

4,4084,408

4,780



（単位：百万円）

04年3月期

2005年3月期営業利益　対前期比増減要因

05年3月期

4,0044,004

4,4084,408

寮

＋49

ホテル

＋173

総合ﾋﾞﾙ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
＋63

フーズ

▲8

ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ

▲122

その他

＋171

消去・全社

▲78



37 29

18,744 20,644 22,194

2,295 2,304 2,417

34,676
34,778

37,726

4,603
3 ,589

3 ,557
2 ,213

3 ,537

1 ,519
2 ,591

2 ,295
3 ,504

12,716 10,998

14,673
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棚卸資産
売上債権

現預金

（単位：百万円）

貸借対照表（資産の部）

繰延資産

77,865 78,182
85,620

主に投資有価証券の
増加

(ＳＰＣへの出資金等)
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（単位：百万円）

設備投資

5,6685,668

8,4558,455

4,7804,780

6,6006,600



18,935 19,893 20,788

124 122 169
8,599 10,181

4,715
4,292

4,334

9,425
7,452

10,365

36,708

37,905

1,527

1,877

11,666

31,473

1,117
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貸借対照表（負債・資本の部）

（単位：百万円）

前受金

長期預り保証金

少数株主持分

77,865 78,182
85,620
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① デベセップメント事業における販売用不動産の受注増加や寮事業の前受金および預かり保証金の増加

②　ビーチタワー沖縄のオープン・寮事業においては、新規事業所の建設や既存事業所の設備入替え、ま　　
た不動産流動化を目的としたSPCへの出資等による支出の増加

③　転換社債型新株予約権付社債の発行による収入の増加。

連結キャッシュフローの状況連結キャッシュフローの状況

2,673

▲3,908

1,820

11,871

6,953

▲10,830

5,948

13,942

＋4,281

▲6,922

＋4,128

＋2,071

営業活動によるキャッシュフロー

投資活動によるキャッシュフロー

財務活動によるキャッシュフロー

現金及び現金同等物期末残高

2004年3月期2005年3月期 増減

（単位：百万円）



（単位：百万円、％）

2006年3月期業績予想ハイライト

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

2006年3月期（予） 2005年3月期
増減額

金額 構成比
増減比

62,600 100.0

11,940 19.1

5,000 8.0

4,630 7.4

1,740 2.8

4,586

1,045

592

218

▲603

7.9

9.6

13.4

4.9

▲25.7

販売管理費 6,940 11.1 453 7.0

設備投資額

減価償却費

6,600

1,650

1,820

338

38.1

25.8

EPS 142,42

金額 構成比

58,014 100.0

10,895 18.8

4,408 7.6

4,412 7.6

2,343 4.0

6,487 11.2

4,780

1,312

196,40 ▲53,98 ▲27.5



（単位：百万円）2006年3月期（予）セグメント別営業利益の内訳

380

寮事業　　　ﾎﾃﾙ事業　　　総合ﾋﾞﾙ　　　ﾌｰｽﾞ事業　　　ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ事業　　その他事業　　　消去又は全社

　　　　　　　　　　　　　　　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

496

▲10

346 240

▲1,404

営業利益

寮事業 学生寮・社員寮・受託寮・ドミールの管理運営事業

ﾎﾃﾙ事業 ﾄﾞｰﾐｰｲﾝ事業・ﾘｿﾞｰﾄ事業・スパ事業

総合ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業 ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ及びﾚｼﾞﾃﾞﾝｽﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

ﾌｰｽﾞ事業 外食事業・受託給食事業・ﾎﾃﾙﾚｽﾄﾗﾝ等の受託運営事業

ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾒﾝﾄ事業 建設・企画・設計・仲介事業、分譲マンション事業、その他開発付帯事業

その他事業 ｳｪﾙﾈｽﾗｲﾌ事業、不動産賃貸借物件の仲介・管理事業、総合広告代理店事業、その他

5,0005,000

4,953



（単位：百万円）

05年3月期

2006年3月期（予）営業利益　対前期比増減要因

06年3月期（予）

4,4084,408

5,0005,000

寮

＋174

ホテル

＋372

総合ﾋﾞﾙ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
＋44

フーズ

＋57

ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ

▲3

その他

＋59
消去・全社

▲110
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（単位：室） （単位：％）

定員数：左軸、棒グラフ

学生寮・社員寮・ドミールの定員数・契約率の推移（期初値）学生寮・社員寮・ドミールの定員数・契約率の推移（期初値）

契約率：右軸、折れ線グラフ



（単位：室）

学生寮・社員寮・ドミールの契約者数の推移（期初値）学生寮・社員寮・ドミールの契約者数の推移（期初値）

15,265

6 ,208

3 ,133

14 ,774
13 ,978

13 ,048
11 ,920
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5 ,8625 ,9796 ,1305 ,8075 ,8066 ,031
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2 ,3071 ,9221 ,525
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大学との提携強化による学生寮事業の成長加速



有力大学を中心に提携学校増加が加速

（主な新規提携・提携強化校）
・国際基督教大学
・武蔵大学
・東洋学園大学
・仙台ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ専門学校
・大阪ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ専門学校

（主な新規提携・提携強化校）
・早稲田大学
・青山学院大学
・東邦大学
・成城大学

（主な新規提携・提携強化予定校）
・上智大学
・国学院大学
・日本歯科大学

2003年3月期

新規提携大学
（指定寮）

14校

新規提携大学
（指定寮）

8校

2004年3月期

2005年3月期

（主な新規提携・提携強化校）
・Ａ大学
・Ｂ大学
・Ｃ女子大学
　　　　　・
　　　　　・

新規提携大学
（指定寮）

6校

2006年3月期（予）



1,917 2,278 2,677
3,391 3,928 4451

9,136
9,198

9,303
9,659

9497

8,931
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学生契約の内訳（期初契約）

（単位：室数）



全国重点エリア

「全国で３８，０００室の需要」

【重点ターゲット】【重点ターゲット】

■■首都圏首都圏

■京都■京都



学生寮の開発計画

2,240

2,000

1,600

1,360
1,106
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1,000

1,500

2,000

2,500

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期

（単位：室）

計画



沖縄ホテルについて



前期の状況

●２６期（H１４、７～H１５、３）　

売上（客室稼働率） 営業利益

●利益未達の原因

　　・　料金政策の甘さ　（対AGT）

　　　 当初見込み　＠１０，９０４円　→　実績　＠９，５３５円

・　一室あたりの顧客数

　　　 当初見込み　　　２．８５人　　　→　実績　　２．４８人　

（単位：百万円）

１，８５８（７７．９％）

１，４４１（７９．４％）　

↓　 ↓　

２　

２２３　

目標

実績



今期の対策と目標

・　サービスの向上

・　営業力の強化

・　単価アップ　　　１０，６６３円　（１，１２８円アップ）

・　売上（客室稼働率）　　　２，２５０（８２．２％）

・　営業利益　　　　　　　　　２３０

・　一室あたりの顧客数　　２．５１人

　　●今期４月の実績

　　　　売上予算 　　１４４百万円　（予算費１０６％）

　　　　　　比較対象としての昨年実績はないが、４月の実績を見る限り、

　　　　　　単位アップが集客減とはなっていない。

対　策

今期の目標

＜参考＞

（単位：百万円）



今後の展望今後の展望



人口減少の時代

1800　　　　　　　　　　　　　　　　　　1900　　　　　　　　　　　　　　　　2000　　　　　　　　　　　　　　　　2100
　　　　　　　　　　　　　

50
　　
　　
　　
　　
　　
　　

100　
　　　　
　　　　
　　　

明治維新

太平洋戦争

現在

出所：国立社会保障・人口問題研究所　2002年推計

2005　　　　　　　　　　　2010　　
　　　　　　　　　　

億人

１．０

０．３　　　　　　　　　　　　

総人口　
　　　　　
　　　　　
　

高齢者人口　　　　
　　　　　



人口減少が当社に与える影響

１．少子化＝少学生化
　→進学率の増加

２．高齢化＝老人化
　→アクティブシニア（ミドル）の増加

人口減少

学生寮事業 ホスピタリティ事業

少子化　　　　　　　高齢化



時代が求める商品・サービス

深層性
（カウンセリング）

陶酔性
（酒宴・マラソン・ダンス）

身体性
（温泉・マッサージ・スポーツ）

慰撫性
（セラピー・ペット）

念願性
（占い・超音波美顔器）

象徴受容性
（冠婚葬祭・風水）

出所：人口減少社会のマーケティング

商品・ｻｰﾋﾞｽに付随す
る意味



ビジネスライフサイクル

社会人寮

学生寮

ﾘｿﾞｰﾄﾎﾃﾙ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ

介護

ホスピタリティ事業



今期のテーマ



ウェルネスライフ事業の今後の展望①

今後の開業予定
２００６年５月　伊豆・大室山温泉郷（仮名）

　 ６月 ヴィラ箱根アネックス

　 ７月　箱根・強羅　湯宿
　　「木乃葉」（仮名）

ドーミーヴィラ強羅イ
メージパース図

地鎮祭写真



ウェルネスライフ事業の今後の展望②

新しいリゾートライフの提案

伊豆高原写真



ウェルネスライフ事業の今後の展望③

今後の展開予定地

日本地図写真
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